
 

建築・構造・設備のすべてで新技術を追究し
40％以上の消費エネルギー削減と
サスティナブル性を高めた画期的なビル

▼「ファシリティ・サイエンス」の下記バックナンバーはhttp://www.websanko.comをご覧ください。

大成建設株式会社が建設した大成札幌ビルは、環境性能を示す様々な指標で高得点を実現したスーパーエコビルとして大
きな注目を集めています。外断熱を施した壁柱を構造躯体とし、建物の健全性をモニタリングできる知的制震システム、太
陽光採光や自然換気を可能にしたエコボイド（吹き抜け）、広い無柱空間を実現した高強度PCa･PS梁な ど、長年、研究を
続けてきた多くの技術が導入され、目標の一つである40％の消費エネルギー削減を達成しました。環境配慮へのさまざま
な工夫に加え、ローコスト化や長寿命化への挑戦や、次世代ワークプレイスの追究といった試みの多くも画期的で、これか
らのオフィスビルの方向性を示したといってもいいでしょう。今回のファシリティ・サイエンスでは、スーパーエコビルの設
計に携わった大成建設の3人の技術者に、計画・建設・運用の詳細について解説していただきます。

連載第25回
スーパーエコビルの科学

■エコビルから「スーパー」エコビルへ

……大成札幌ビルを建設する経緯について教えていただけますか？

小室　2004年ごろから札幌支店が入るビルの建て替えが、支店内の
プロジェクトとして計画されていました。しかし、建設会社にとっても自社
ビルを建てるという機会はそれほど多いわけではありません。せっかくなら、
さまざまな新技術にチャレンジしようと、本社で設計を行うことになったの
です。
梶山　大成建設では早くから様々な環境対応技術を研究・開発してい
ました。しかし、お客さまのビルに導入するには、前例のない技術では限
界があります。それだけに、まさに絶好のチャンスだったのです。
高橋　今回は建築的にも初めての工法に挑戦しており、私たちの技術
力を広くアピールすることができたと思っています。また環境面だけでは
なく、働き方への提案も含めてオフィスビルの新しい方向性を示せたの
ではないでしょうか。

……スーパーエコビルの定義はどういうものですか？

高橋　これまでも環境配慮型の建築物についてエコビルという名称を
使ってきたのですが、今回、さらに厳しい基準を明確に設け、それに適合
した建物だけをスーパーエコビル（Super ecological building）と呼ぶ
ことにしました。その第一号が大成札幌ビルとなります。ビルの環境性
能を示す指標として、4種類の評価項目を用いました。社内の技術委員
会で定めたスーパーエコビルの定義は、そのすべてにおいてさらに高い
基準値を設け、トップクラスであることを求めたのです。
梶山　エネルギー消費削減率（ERR値）は標準タイプのビルと比べて
40％以上が目標になりました。これは正直いって、かなり高いハードルで
したね。

●ビルの環境性能を示す主な指標

CASBEE（建築物総合環境性能評価システム）
省エネや省資源・リサイクル性能といった環境負荷削減の側面はもとより、

室内の快適性や景観への配慮といった環境品質・性能の向上なども含

めた建築物の環境性能を総合的に評価するシステム。「建築物のライフ

サイクルを通じた評価」「建築物の環境品質・性能」「建築物の環境負荷」

「建築物の環境性能効率」などのツールを用いた評価により算出された

環境性能効率（BEE）により、Sランク（素晴らしい）、Aランク（大変良い）、

B＋ランク（良い）、B－ランク（やや劣る）、Cランク（劣る）の5段階の格

付けが行われる。

※参考URL……http://www.ibec.or.jp/CASBEE/

PAL値（建物外皮性能評価指標）
建物の省エネルギー指標となる年間熱負荷係数（PAL）により外皮の性

能を示した数値。

ERR値（1次エネルギー削減率）
一般的なビルと比較した消費エネルギーの削減率。

LCCO2（ライフサイクルCO2）
CO2の排出量を製品の製造時から廃棄時までをトータルに示した数値。

●スーパーエコビルの基準と大成札幌ビルの評価値

　　　　　　　　スーパーエコビル　　　  大成札幌ビル

CASBEE 　　　Sランク　　　　　　　　 Sランク（BEE＝4.5）

PAL値　　　　  30％以上削減　　　　　 －32.7％

ERR値　　　　   40％削減　　　　　　　 －41％

LCCO2　　　　 30％以上削減　　　　　 －34.1％

■スーパーエコビルの中核技術「TASMO」と「エコボイド」

……それでは、大成札幌ビルの概要について教えてください。

高橋　最大の特徴は、建築、構造、設備のシステムを融合させ、環境性
能だけでなくサスティナブル性も高い次世代のビルを目指したということ
です。技術的にいえば、外壁自体が構造躯体であり、壁柱となる部分に
は、熱損失を極力防ぐ工夫をしています。建物完成後は新聞や建築雑
誌などでも大きく採りあげていただきました。

……ビルの外側を覆っているピンのような縦の柱がそれですね。

小室　構造的にいいますと剛性の高いRC壁柱で荷重を支えます。壁
柱はエネルギーを吸収する鋼材ダンパーによる境界梁と柱脚部のオイ
ルダンパーによってつながれていますので、地震に対しても強い構造に
なるのです。この制震システムがTASMOです。
梶山　この構造でもう一つ重要なのは、壁柱に外断熱が施されている
点です。つまり、躯体すべてが断熱の内側になることにより建物の持つ
熱容量を蓄熱体として利用できるわけで、これが省エネに大きな効果を
もたらせています。

……なるほど、外側の壁柱が構造躯体であると同時に蓄熱の役目も

果たすため、建物全体を覆っているのですね。しかしその結果、どうし

ても窓が大きくとれませんね。

高橋　窓は大きくとることも可能なのですが、今回はあえて必要最小限
にとどめました。そして同時に採用したのがエコボイドです。建物の中央
を縦に貫く開放的な吹き抜けを利用し、トップライト部分から光を採り込
むようにして明るいオフィスを実現しました。
梶山　このエコボイドは、自動的に開閉する換気窓を上部に設けること
により、浮力による自然換気や外気冷房空調の排気口、夏の熱気排出、
排煙など、多様な機能を果たしています。ビルにおいて自然エネルギーを
有効に活用できるシステムです。

■厳しい基準をクリアしたスーパーエコビル
大成建設が進めるスーパーエコビルのプロジェクトでは、建築物の環境
性能を示す4つの指標においてさらに厳しい基準を設け、それを実現す
るために新たな技術を積極的に導入している。大成札幌ビルはその第
一号として2006年6月に竣工し、現在までに約2500名の見学者がある
ほど話題になった。

■外壁と構造躯体を兼ねる壁柱
大成札幌ビルの構造上の特徴は外側を覆う壁柱で荷重を支えるところ
にある。外壁断熱が施され、建物全体で蓄熱できるようにして大きな省
エネ効果を得られるほか、壁柱をダンパーでつなぎ制震性を高めている。
コスト面でも有利な工法として今後の普及が期待される。

■ビルの中心部を縦に貫く吹き抜け「エコボイド」
外側には閉じて内に開くというコンセプトのもと、内部には開放的な吹き
抜けをつくり、太陽光採光システムを導入した。この吹き抜けは自然換
気にも利用され、照明と空調の両面で省エネに貢献。

■広い無柱空間がビルを長寿命化させる
20メートルクラスの長スパン架構を可能にした高強度梁により高い内装
の自由度を誇る。用途の拡大はビルの長寿命化につながる。

■「人を環境に近づける」という新発想
気候特性を利用してユーザーの判断により外気取入が可能。密閉して
空調だけで温度管理するビルと比べて省エネになるだけでなく、「自分
で環境をコントロールできる」「外部とのつながりを感じられる」などの
効果はオフィスの快適性にもつながった。

■スーパーエコビルの技術は多くのビルに有効
高い環境性能をハイコストパフォーマンスで実現するのがスーパーエコ
ビル・プロジェクトのコンセプトの一つでもあり、大成札幌ビルで成功し
た新技術は多くのオフィスビルに利用できる。省エネ、ビルの資産価値
の向上、ワークスタイルの革新など、オーナー側、ユーザー側の両方から
注目を集めている。

・08年 II号  第24回   グリーンアメニティの科学・07年 IV号  第23回   ユニバーサルデザインの科学 後編 ・07年 III号  第22回   ユニバーサルデザインの科学 ・07年 II号 
第21回   照明環境の化学 ・06年  IV号 第20回   労働ストレスの科学 ・06年  III号 第１9回  コンピュータウイルス対策の科学 ・06年 II号 第１8回   自然換気と窓開けの科学 
・05年  IV号 第１7回   危機管理の科学 ・05年  III号 第１6回   グリッド天井の科学 ・05年 II号 第１5回 近未来の電力燃料電池の科学 ・04年10月号 第１4回  輻射式冷暖房
の科学 ・04年 7月号 第１3回　建築物の環境性能評価システム ・04年 4月号 第１2回　椅子の科学 ・03年 11月号 第１1回　ガラスの科学 ・03年 9月号 第１0回　バランス
ト・スコアカードの科学 ・03年 7月号 第9回　分煙の科学 ・03年 5月号 第8回　あかりによるオフィス空間の生かし方 ・03年 3月号 第7回　セキュリティの科学 ・02年 
11月号 第6回　消防用設備（スプリンクラー）の科学 ・02年 9月号 第5回　エレベーター（昇降機）の科学 ・02年 7月号 第4回　リスクマネジメント（地震対策）の科
学 ・02年 5月号 第3回　水（トイレ）の科学 ・02年 3月号 第2回　温感（空調）の科学・02年 1月号 第1回　あかり（照明）の科学

ファシリティ・サイエンス ● はやわかりメモ

ファシリティ・サイエンス
ファシリティマネジャーのための科学的基礎知識

小室　努氏
大成建設株式会社
設計本部　構造グループ
プロジェクトリーダー
一級建築士　工学博士　
建築構造士

高橋章夫氏
大成建設株式会社
設計本部　建築グループ
プロジェクトリーダー
一級建築士

梶山隆史氏
大成建設株式会社
設計本部　設備グループ
シニア・エンジニア
一級建築士　
技術士（衛生工学部門）　
建築設備士

：大成建設株式会社一級建築士事務所

：大成建設株式会社札幌支店

：札幌市中央区南1条西1丁目4番地

：事務所、店舗、駐車場

：鉄筋コンクリート造、鉄骨造

：地上8階、地下1階

：34.57m

：863㎡（261坪）

：770㎡（233坪）

：6,970㎡（2,108坪）

：2005年7月～2006年6月
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●大成札幌ビル 概要

■ CASBEE

BEE＝4.5（事務所） Sランク
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